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三　晩秋の高原
1931（昭和6）年～1993（平成5）年
帯広生まれ。
1979（昭和54）年の作品。油彩、キャンバス（130.3×161.8㎝）。

　1931年帯広に生まれる。帯広中学（現・帯広柏葉高校）在
学中に道展初入選。高校卒業後上京し安井曾太郎に師事した。
その後帰郷し、個展の開催や平原社展や道展、一水会展を中
心に活躍する。1976年帯広市文化奨励賞受賞。1979年フラン
スへスケッチ旅行（1981年、1982年にも渡仏）。道東を拠点と
して生涯その風景を描き続けた。また、道展帯広支部長や総

合美術十勝協会会長を務め、後進の育成にも力を注ぎ、その
長年の功績は大きい。
　　　　　　　　　　◇　　　◇　　　◇
　本作品は、鹿追町と然別湖を結ぶ道道85号線沿いにある扇
ヶ原展望台からの眺望を描いている。然別演習場の原野や扇
を広げたように広がる十勝平野を一望でき、その向こうに日
高山脈が見渡せる秋晴れの雄大な景色が広がっている。
　思わず大きく伸びをして深呼吸をしたくなるような、澄ん
だ空気までも画面から感じられる。写実を基調とした穏やか
な情景からは、自然に対して謙虚に向き合う作者の制作態度
が伝わってくる。心行くまで錦秋の景を楽しんでいただきた
い。

写真･資料提供：北海道立帯広美術館
（帯広市緑ヶ丘２番地　0155-22-6963）
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